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2022 年８月８日 

各      位 

東 京 都 台 東 区 上 野 1 丁 目 1 5 － 3 

会  社  名  

代表者名  代表取締役社長  長堀  慶太 

（コード番号 8139 東証スタンダード） 

問合せ先 常務取締役管理本部長 吾郷 雅文 

（ TEL．03－3832－8266 ） 

 

リ・ジェネレーション株式会社に対する 

「回答及び質問状（７）」の送付に関するお知らせ 

 

 当社が 2022 年７月 15 日付け「リ・ジェネレーション株式会社に対する回答及び質問状（６）

の送付に関するお知らせ」において開示いたしましたとおり、当社は、リ・ジェネレーション株

式会社（旧社名はイノプライズ。以下「リ・ジェネレーション」といいます。）に対して７月 14 日

付けで「回答及び質問状（６）」を送付していましたが、７月 28 日にリ・ジェネレーションから

同日付け「回答書 兼 質問状 兼 要望書（５）」をファクシミリにて受信いたしましたので、

お知らせいたします。 

 

 受領いたしました「回答書 兼 質問状 兼 要望書（５）」には、リ・ジェネレーションから

当社に対する質問や要望も記載されておりましたが、その中には、上記「回答及び質問状（６）」

をはじめとしてこれまで当社からリ・ジェネレーションへ送付した書面において回答済みの事項

に関する質問を繰り返すような質問や、既に当社において対応済みの事項についての要望も含ま

れていたところです。 

 他方で、当社は、上記「回答書 兼 質問状 兼 要望書（５）」をはじめとしてこれまでリ・

ジェネレーションから受領した書面の内容では、当社株式の保有目的を「重要提案行為等」とす

るリ・ジェネレーションの実態及び今後の当社との関係について同社がどのように考えているの

かを当社の一般株主の皆様が把握するに当たって、不十分な情報開示と言わざるを得ないもので

あると考えており、上記のリ・ジェネレーションから当社にされた質問や要望は、当社からリ・

ジェネレーションへの質問から論点をずらして回答を拒絶ないし遅延するためにされているもの

であるとも考えております。 

 

 また、当社が 2022 年８月４日付け「マイルストーンマネジメントの提出した大規模買付行為等

趣旨説明書に関する訂正文書受領等及び同社に対する要請のお知らせ」において開示いたしまし

たとおり、当社は、同月１日に、島﨑紀子氏（以下「島﨑氏」といいます。）が代表取締役を務め

るマイルストーンマネジメント株式会社（以下「マイルストーンマネジメント」といいます。）の

代理人である大下良仁弁護士（以下「大下弁護士」といいます。）から、当社株式の大規模買付行

為等に係る同年７月 29 日付け「大規模買付行為等趣旨説明書」等を受領致しました。このマイル

ストーンマネジメントとリ・ジェネレーションについては、上記８月４日付け当社適時開示にも

記載したとおり、それぞれの代表者について後述の星野和也氏を介して何らかの関係があること

 



2 

 

が合理的に推測されること（詳細は下記※）等、一定の関係があるのではないかと窺われます。 

 そこで、当社は、投資家の皆様へ情報を共有するためにも、「回答書 兼 質問状 兼 要望書

（５）」記載の質問へ回答のうえ、これを公表することとし、併せて、未だご回答頂けていない事

項やその後新たに認識した事項について、追加の質問及び情報開示の要請を行うべく、８月５日

付けで「回答及び質問状（７）」をリ・ジェネレーションに対して配達証明郵便で郵送するととも

に、同日中にファクシミリにて送信いたしましたので、併せてお知らせいたします。 

※  島﨑氏は、太洋物産株式会社（以下「太洋物産」といいます。）の 2021 年 12 月 13

日付け定時株主総会招集通知 12 頁において、同社の同年９月末現在の第 10 位株主

（持株割合 2.3％）として登場する島崎紀子氏と同一人物ではないかと考えられるとこ

ろ、同頁で同社の第４位株主（持株割合 4.7％）として登場し、太洋物産の同年８月

13 日付けプレスリリースによれば同年９月３日を払込期日とする同社による第三者割

当増資（払込金額 6995 万 5400 円。持株割合にして 8.5％相当）を引き受けている株式

会社ランニングの代表取締役２名のうち１名は星野和也氏（以下「星野氏」といいま

す。）とされております。 

 この星野氏は、リ・ジェネレーション代表者の尾端友成氏（以下「尾端氏」といい

ます。）が唯一の代表取締役であってその全株式を保有していると合理的に推測される

プラスワンホールディングス株式会社（以下「プラスワン」といいます。）らが 2021

年９月 30 日付けの臨時株主総会招集請求書をもって招集請求権を行使した結果、同年

11 月 26 日に開催されたアサヒ衛陶株式会社の臨時株主総会において、尾端氏と共にプ

ラスワンらによって候補者として擁立された上で取締役に選任され、さらに、同日開

催の同社取締役会において、尾端氏と共に代表取締役に選任されています（尾端氏は

代表取締役社長、星野氏は代表取締役会長に各選任）。 

 このように、リ・ジェネレーション代表者の尾端氏は、アサヒ衛陶の前代表取締役

社長として星野氏と当然に面識があると考えられるだけではなく、その選任経緯から

して、星野氏を役員候補者として（実質的には）尾端氏が推薦する程度の強固な人的

関係が従前から存在していたこと推測されるところであり、併せて、マイルストーン

マネジメント代表者の島﨑氏と星野氏は、太洋物産を通じて一定の関係があるため、

リ・ジェネレーション代表者の尾端氏とマイルストーンマネジメント代表者の島﨑氏

とは、星野氏を介して何らかの関係があると合理的に推測されます。 

 

 当社がリ・ジェネレーションから受領した「回答書 兼 質問状 兼 要望書（５）」及び当社

がリ・ジェネレーションへ送付した「回答及び質問状（７）」については、インターネット上の当

社ウェブサイト（http://www.nagahori.co.jp/）に掲載いたします。 

以 上 


